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１ 奈良県学力・学習状況調査の結果から 
 
２ 学習指導要領改訂の動向について 
 
３ 特別活動の今後の方向性について 
 
４ まとめ 

本日の流れ 
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１ 奈良県学力・学習状況調査の結果から 
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奈良県学力･学習状況調査 

平成２８年４月１９日（火） 
 

 ○学力調査 

 ○生徒質問紙調査 

 ○教員質問紙調査  
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉 

 下のグラフにおいて、「家で復習をしている」と答え
た生徒ほど平均正答率が高く、「復習をしていない」と
答えた生徒ほど平均正答率が低い。 
 質問に対する回答結果と平均正答率との間に、このよ
うな関係が見られるものを紹介する。 

１ している   

２ どちらかといえば  

  している 

３ どちらかといえば 

  していない   

４ していない 

平
均
正
答
率 

国
語
と
数
学
の
相
加
平
均 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○家庭学習状況 
 ・家で、自分で計画を立てて勉強をしている。 
 ・家で、学校の授業の復習をしている。 
 ・疑問に思ったことは自分で調べてみようと思う。 
 

○自尊感情 
 ・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかった 
  ことがある。 
 ・自分は、先生から認められていると思う。 
 ・自分には、よいところがあると思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉① 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

〇規範意識 
 ・学校の規則を守っている。 
 ・友達との約束を守っている。 
 ・学校では、先生に挨拶をしている。 
 

○社会に対する興味・関心 
 ・地域や社会で起こっている問題や出来事に 
  関心がある。 
 ・テレビのニュース番組やインターネットの 
  ニュースを見ている。 
 ・家庭で、地域や社会で起こっている問題や 
  出来事を話題にしている。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉② 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○授業において 
 ・小学校では、自分の考えを発表する機会が与 
  えられていたと思う。 
 ・小学校では、授業のはじめに目標（めあて、 
  ねらい）が示されていたと思う。 
 ・小学校では、授業の最後に学習内容を振り返 
  る活動をよく行っていたと思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉③ 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○ 学校に行くのは楽しいですか。 ○ 学校に行けない、または、行きた   

  くないと思うことがありますか。 

９０.６％ ２４.４％ ９.４％ 

※設問１～10のうち、 
１～６は、「思う」、「どちらかといえば思う」と回答した生徒の割合の合計 
７～１０は、「どちらかいえば思わない」、「思わない」と回答した生徒の割合の合計 を表す。 

生徒質問紙調査（県平均） 



奈良県教育委員会 10 

奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 

○ 生徒に学校や地域で挨拶をするよう指導していますか。 

９６.９％ 

○ 学校では、生徒のよいところを見付け、褒めていますか。 

９８.４％ 
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 

○ 学校全体の学力傾向や課題について、 

  他の職員と共有していますか。 

奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

自校の生徒の実態を共有 

教職員の一致した指導 
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２ 学習指導要領改訂の動向について 
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各教科等が育成する資質・能力 －何ができるようになるか－ 
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新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた教科･科目等の新設や目標･内容の見直し －何を学ぶか－ 
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資質・能力の育成と主体的・対話的で深い学び(｢アクティブ・ラーニング｣の視点) －どのように学ぶか－ 
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３ 特別活動の今後の方向性について 
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特別活動の今後の方向性について 

特別活動の経緯と成果 

○特別活動は、特によりよい人間関係を築く力、社会に参画する態度や自治的能力
を育成することに大きな役割を果たしてきた。 

 
○前回の改訂で、全体目標を受けて各活動の目標や内容を明示するなどの改善によ

って充実が図られた。前回の改訂で、楽しかったとか満足したとかでは終わらせ
ず、資質・能力を追う特別活動にしたことは重要であった。 

 
○「自己の生き方についての考えを深め、自己を生かす能力を養う」ことを目標に

加え、道徳的実践の重要な学習活動の場としても充実が図られた。 
 
○全国学力・学習状況調査の質問紙調査において、「学級会などの時間に友達同士

で話し合って学級のきまりなどを決めていると思う」と肯定的に回答している児
童生徒の方が、全ての教科で平均正答率が高い傾向にある。また、特別活動を中
核において学校経営や学級経営をしている、または研究を続けている学校では、
学力向上、不登校の減少など様々な成果がみられる。 

 
○特別活動により、児童生徒にそれぞれの集団への所属感、連帯感を育み、ひいて

はそれが学級文化、学校文化の醸成へとつながり、各学校の特色ある教育活動の
展開を可能としている。 
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特別活動の今後の方向性について 

特別活動の課題とさらなる期待 

○各活動において身に付けるべき資質・能力や特別活動における学びがどのような
学習過程を経て行われることでさらなる資質・能力の向上につながるのかという
ことが必ずしも意識されないまま指導が行われてきた実態がある。 

 
○前回の改訂で各活動の目標が規定されたものの、その内容や指導（活動）のプロ
セスについて構造的な整理が必ずしもなされておらず、各活動の関係性や意義、
役割の整理が十分でないまま実践されてきたという実態がある。中学校では学級
活動の内容項目が多いことが、話合い等の活動が深まらない要因の一つとなって
いると考えられる。改訂を通じて、改めて特別活動が果たしてきた役割、これか
ら果たしていくべき役割を広く共有し、実践につなげることが必要である。そう
した共有を図るためには、これまで必ずしも特別活動に深く向き合ってこなかっ
た教員も含め、小・中・高等学校及び幼児教育関係者、保護者や地域の人々に分
かりやすく伝えられるようなものにしていくことが必要である。 

 
○社会参画に対する意識の低さが課題となっている中で、特別活動において自治的
能力を育むことがこれまで以上に求められている。先の見通せない時代において
は、多様な他者と互いのよさを生かしながら、自ら将来を切り拓いていく力が求
められ、複雑で変化の激しい社会の中で求められる能力を育成するという視点か
らも、特別活動に求められるものは大きい。 
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特別活動の今後の方向性について 

教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 
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特別活動の今後の方向性について 

教科等の特質に応じ育まれる見方・考え方 

《特別活動における「見方・考え方」》 
 
各教科等の特質に応じて育まれる見方や考
え方を総合的に活用して、集団や社会の形
成者という視点から問題を見いだし、より
よい人間関係の形成、よりよい集団生活の
構築や社会への参画及び自己の実現の視点
からその問題を解決するために考えること 
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特別活動の今後の方向性について 

特別活動において育成すべき資質・能力について 
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特別活動の今後の方向性について 

特別活動において育成すべき資質・能力について 

個別の知識や技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

 
 
 
中 
 
学 
 
校 

○多様な他者と
協働する様々
な集団活動の
意義の理解。 

○様々な集団活
動を実践する
上で必要とな
ることの理解
や技能。 

○所属する様々な集
団や自己の生活上
の課題を見いだし、
その解決のために
話し合い、合意形
成を図ったり、意
思決定したり、人
間関係をよりよく
構築したりするこ
とができる。 

○自主的・実践的な集団
活動を通して身に付け
たことを生かし、人間
関係をよりよく構築し
ようとしたり、集団生
活や社会をよりよく形
成しようとしたり、人
間としての生き方につ
いての考えを深め自己
の実現を図ろうとした
りする態度。 
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特別活動の今後の方向性について 

特別活動において育成すべき資質・能力について 
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特別活動の今後の方向性について 

特別活動の目標について 
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特別活動の今後の方向性について 

特別活動の目標について【中学校】 

◎集団や社会の形成者として、特別活動の特質に応じて育まれる見
方や考え方を働かせて、様々な集団活動に自主的・実践的に取り
組み、互いのよさや可能性を発揮しながら直面する課題を解決す
ることを通して、次のとおり資質・能力を育成する。 

 
○多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や、そうした実践
をする上で必要となることを理解し技能を身に付ける。 

 
○所属する様々な集団や自己の生活上の課題を見いだし、その解
決のために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したり、
人間関係をよりよく構築したりすることができるようにする。 

 
○自主的・実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かし、
人間関係をよりよく構築しようとしたり、集団生活や社会をよ
りよく形成しようとしたり、人間としての生き方についての考
えを深め自己の実現を図ろうとしたりする態度を育てる。 
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特別活動の今後の方向性について 

資質・能力を育む学習過程の在り方 
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特別活動の今後の方向性について 

資質・能力を育む学習過程の在り方 



奈良県教育委員会 40 

特別活動の今後の方向性について 

資質・能力を育む学習過程の在り方 
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特別活動の今後の方向性について 

「目標に準拠した評価」に向けた評価の在り方 
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特別活動の今後の方向性について 

アクティブ・ラーニングの三つの視点に即した特別活動の授業改善 

①｢深い学び｣の視点 
｢深い学び｣＝子どもたちが習得・活用・探究を見通した学習過程の中で｢見方・考え方｣
を働かせて思考・判断・表現し、｢見方・考え方｣を成長させながら、資質・能力を獲得
していけるような学び 
 
・特別活動は｢実践｣を重視しており、課題の解決方法も自身が行動に移せるものでなけ
れば意味がないが、ここで｢実践｣といったときに、課題の設定から振り返りまでの一
連の過程を｢実践｣と捉えることが重要であり、｢深い学び｣を考える上ではこの｢実践｣
のプロセスとの関係で資質・能力を捉えていくことが大切 

 
・これまでの特別活動においては｢なすことによって学ぶ｣ということが強調され、｢実
践｣のプロセスや育成すべき資質・能力といったことへの意識がおろそかとなり、活
動ありきで行われていることも散見 

 一連のプロセスの中で、見方・考え方を働かせ育成すべき資質・能力は何なのか
ということを明確にした上で、各活動や学校行事を意図的、計画的に年間指導計画
に位置付け指導に当たることが｢深い学び｣のために求められる。 
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特別活動の今後の方向性について 

アクティブ・ラーニングの三つの視点に即した特別活動の授業改善 

②｢対話的な学び｣の視点 
｢対話的な学び｣＝他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深めるよう
な学び 
 
・特別活動においては、集団活動を行う上で合意形成を図ったり、意思決定をしたりするこ
とが求められる 

→他者の意見に触れ、自分の考えを広げたり、課題について多面的・多角的に考えたりする
ことが可能となる 

→よりよい合意形成を図るだけに止まらず、学びの質を高めることにもつながる 
 
・児童会活動・生徒会活動やクラブ活動における異年齢での活動や、障害のある児童生徒と
の交流・共同学習は、対話をしながら様々な他者と協働する力を付ける重要な場面 

 特別活動における｢対話的な学び｣から、よりよい学習集団の形成を通じて、他の教科等に
おける｢対話的な学び｣がより効果的に行われるようになる。 
 特別活動の学びの場は学校内だけでなく、地域の人や様々な交流を通じて自らの考えを広
めたり、自己肯定感を高めたりすることも大きな意味をもつ。自然体験活動を通じて自然と
向き合い、日常得られない気付きを得ることも｢対話的な学び｣である。 
 最終的には自分自身で意思決定することであっても、その過程において他の児童生徒や教
員等との対話を通じて、様々な気付きを得ることも重要である。 
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特別活動の今後の方向性について 

アクティブ・ラーニングの三つの視点に即した特別活動の授業改善 

③｢主体的な学び｣の視点 
｢主体的な学び｣＝学習に積極的に取り組ませるだけでなく、学習後に自らの学びの成果や過程
を振り返ることを通して、次の学びに主体的に取り組む態度を育む学び 
 
・特別活動の特質としてきた、児童生徒の自主的な活動が｢主体的な学び｣となるようにする上
では、課題の設定及び振り返りが重要 

 
・特別活動の過程において見いだす課題とは、実際に生じている問題への対処にとどまらず
集団生活をよりよくするためには何に取り組んだらよいのかということを主体的に見いだ
そうとすること 

 
・活動を振り返り、よい点や改善点を見付け出すことによって、新たな課題の発見、設定が
でき、それが次なる動機となる 

 
・学習のプロセスを意識して、そこで育成すべき資質・能力を明確にすることが、｢主体的な
学び｣を達成する上で求められる 
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特別活動の今後の方向性について 

アクティブ・ラーニングの三つの視点に即した特別活動の授業改善 

 特別活動においては、集団としての振り返りを行うことと、一人一人の振り返りを行うこ
との両方ともが重要である。長い時間をかけて一人一人に学びの見通しをもたせ、学びの振
り返りや蓄積を図ることも求められ、その際、実践したことだけではなく、自分がどのよう
に取り組むかといった目標や活動計画、取組のプロセスなどをポートフォリオ等を活用し、
残せるようにすることが重要である。 
 振り返りは、活動の最後に設定して行うものとは限らず、集団で試行錯誤を行う中で、児
童生徒が見通しを立てたことを確認し、必要に応じて改めて見通しを立て直したりすること
も大切である。こうした振り返りを主体的に行う力を付けていくことも｢主体的な学び｣の視点
に求められることである。 
 
※主体的な学びを促すことは、教員が何も関わらないということではない。発達の段階や集
団の状況、活動の場面などを考慮しながら、必要に応じて、主体的に考えることを促すよ
うな関わりをしていくことができることが教員に求められる。 
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特別活動の今後の方向性について 

教育課程全体における特別活動の役割 

①特別活動の各活動において資質・能力を育む役割 
 
②各教科におけるより主体的・対話的で深い学びの実
現に寄与する役割 

 
③教育課程外も含め学校文化の形成等を通じて学校全
体の目標の実現につなげていく役割 

この三つの役割をバランスよく果たしていくようなカ
リキュラム・マネジメントが求められる。 
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特別活動の今後の方向性について 

現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し 

・キャリア教育の視点について 
 
・防災を含む安全教育の視点について 
 
・食に関する視点について 
 
・主権者教育の視点について 
 
・集団宿泊活動 
 
・情報活用能力とプログラミング 
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特別活動の今後の方向性について 

必要な条件整備等について 

・教員研修 
 
・チームとしての学校の視点 
 
・学校間の連携 
 
・地域との連携、協働 
 
・家庭との連携 
   
・小規模校における工夫 
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４ まとめ 
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まとめ 

○これからの特別活動の方向性が示され、改訂に
より、目標の書き表し方などがかなり変わるこ
とが予測される 

（｢人間関係形成｣｢社会参画｣｢自己実現｣という
三つの視点での整理） 

 
※しかし、この視点はこれまで特別活動で大事に

してきたところでもある 

現行学習指導要領のさらなる充実を 
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まとめ 

現行学習指導要領のさらなる充実を 

 特別活動は、生徒の自治的な能力や自主的な態度
を育て、学力向上の基盤に必要な望ましい人間関係
を築き、いじめや不登校などの問題に対する予防薬
的な役割を果たすなど、生徒の成長に欠かせない大
切な教育活動である。 
 このうち、学級活動は、望ましい人間関係づくり、
学習や生活へのよりよい方向付けと健康や安全を確
保する学級経営と密接に関連している。また、教科
担任制となる中学校において、学級担任が学級に関
わる機会は限られているからこそ、学級活動を重視
する必要がある。 
 そこで、本資料では、特別活動の中でも「学級活
動」に焦点化を図って指導のポイント等を解説して
いる。さらに、互いの意見の違いを超え、よさを生
かしながら合意形成を図ったり、効果的に自己決定
につなげたりする「話合い活動」を特に意識して編
集している。 
 

報道発表「作成の趣旨」（平成26年６月30日）から 
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まとめ 

現行学習指導要領のさらなる充実を 
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まとめ 

子どもたちにどのような力を付けたいかという点は、
新しい時代の要請等も与しながら変わってはいくが、現
行学習指導要領で大事にしている点も、しっかりと充実
を図る必要がある。 

 
特別活動は、教科書がない分、活動内容(１)と(２)の

違いを明確にしながら、子どもたちにしっかりと力を付
けて、自ら自分たちのよりよい生活や人間関係を築く力
を付けていく。 

現行学習指導要領のさらなる充実を 
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